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令和６年度第１回堺市東区政策会議テーマ別会議「ひがし文活」 議事要旨 

 

開催日時  令和６年６月２５日（火） 午後１時～午後２時１５分 

開催場所  東区役所 ３階 ３０１会議室 

出席構成員 池﨑守、尾張嘉平、小西貢、辻有理、西野巳佐夫、林聡子、日浦卓雄、正木幸彦、 

山本美奈子、渡士晶子 

事務局職員 東区役所企画総務課 井上企画係長、大野主査、酒井 

議題    東区の歴史・文化の発掘・発信～次世代への継承 

配付資料  ・（資料１）令和６年度第１回テーマ別会議「ひがし文活」座席表 

    ・（資料２）令和６年度「ひがし文活」事業案について 

    ・（資料２別紙）堺市東区政策会議活動内容について 

【会議内容概要】 

１ ・ 会議冒頭、城岡氏欠席を報告。 

・ 事務局より、資料２をもとに「公園のあるまち」をテーマに子ども（小学生）絵画展示事

業案を事務局から提案。 

・ 尾張氏より、資料２別紙をもとに居場所をキーワードとした事業を提案。 

 

２ 意見交換 

【各発言要旨】 

  〇 （事）まず、事務局提案の絵画展示事業についてご発言いただきたい。 

  〇 萩原天神駅での絵画の展示実績はどうか。 

  〇 （事）政策会議での展示以外に昨年では、日置荘小・中学校が１１月に展示していた。 

  〇 ふれあい文化祭ではテーマ指定はなかったが、今回はテーマを絞っているのでこれで良いの

ではないか。 

〇 地域のまちづくりに向けた夢を語ってもらうテーマなので学校展示も良い。 

  〇 ４駅との交渉（南海電鉄）は事務局がするのか。 

  〇 （事）事務局で行う。従前から南海には地域のためにご協力いただいている。 

  〇 費用が掛かるとは思うが、線路沿いに掲示できないかなと思うので南海と交渉してはどうか。 

  〇 良いご意見と思うが、以前、駅周辺に掲示できないかと考えたが、屋内屋外の差での子ども

の気持ちの課題や雨対策などの経費が大きく難しかった。 

  〇 （事）事務局提案については、方向性についてご了承いただけるのであれば詳細を詰めてい

くこととし、引き続き事業企画を進めていきたいと考えるが、いかがか。 

  【全員、了承】 

  〇 （事）各小学校へのお願いは事務局で対応する。引き続きご協力をお願いする。 

  〇 （事）次に、資料２別紙にある尾張氏の提案事業について尾張氏から説明をお願いする。 

  〇 【尾張氏から資料２別紙をもとに（文化と居場所について）提案説明】 

      ・各校区（９校区）１団体、５名程度の子どもを対象とする事業 

      ・周知、募集は事務局が担当（提案） 
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  〇 提案のキーワードである居場所については、人という字が支えあっているというように、人

と人との関わりからすると大事なものと思う。今の時代の一つの提案だと思う。 

  〇 失敗を恐れずに実施してはどうか。参加していただける校区、団体で実施してはどうか。 

  〇 以前、野尻マルシェという夏休みの子どもたちの宿題を支援する活動があった。 

  〇 思い出づくりになるので全校区に声掛けして、できる校区で実施してはどうか。 

  〇 作品をふれあい文化祭に出品しても良いと思うが、区長いかが。 

  〇 （区長）皆さんに見てもらえる場があれば、この事業に参加される子たちの励みになる。 

  〇 参加団体が決まれば尾張氏から説明してもらってはどうか。 

  〇 今からだと夏休みもすぐなので、全校区一斉にというよりはまずはできる校区からスタート

してもらったほうが良いと思う。 

  〇 子育て世代の保護者は忙しいので協力しづらいと思うが、どんな世代を想定されているのか

なと思う。地域行事をしてもなかなか子育て世代の参加は多くない。 

  〇 やはり６０歳代とかになるのかなとは思う。 

  〇 実施してもらう校区を他校区に見学してもらったらよい。 

  〇 尾張氏と事務局で具体を詰めていってもらえればよい。 

  〇 （事）夏休みの実施となると早期に校区への協力依頼も進めないといけないと考えている。 

  〇 ７月５日の定例会に上げたらよいのではないか。 

  〇 （事）そうであれば、もう少し具体の企画案を作り上げたい。 

  〇 全校区に声掛けして、できる校区から進めていってもらえればよい。 

  〇 ふれあい文化祭にもスペースを確保してもらえればよい。 

〇 ２日間の事業だがいつにするかは決めないで実施するのであれば、２日目は全員区役所の集

まってもらうのはどうか。 

  〇 であれば事務局と詳細を詰めて進めていくことで良いか。 

  【全員、了承】 

  〇 この居場所づくりは学校と関係無しでよいか。自分の校区の行事では学校を介して実施して

いるので確認したい。 

  〇 保護者は「主催がどこか」を確認するので学校にも関与してもらうほうが良いと思う。 

  〇 学校に負担を強いない方法が良いと思う。 

  〇 事業目的に示すとおり、地域にこんなおっちゃんおばちゃんがいる、ということを子どもた

ちに知ってもらうということなので、学校を介してということは考えてはいない。 

  〇 現在、地域で活動している場に来る子どもたちにどのように声掛けするかだが、数人だけの

参加でも良いと思う。 

  〇 校区単位でとの話だが、自分の校区では、校区としてまとまらずそれぞれの団体（町内会）

が地域で活動している。 

  〇 ただ、校区にまとまろうとすることは可能で、夜店の事業を広げたり、子ども食堂の活動団

体が協力することになっている。少しずつではあるが校区としてまとまり始めているので、こ

の状況のなかでこの事業に関わることとしたい。 

  〇 各校区でどの団体が参加してくれるかということは調整が必要と思うが、８月中には実施し
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たい。ついては、７月１２日頃には参加団体が決まり、どのように進めていくか調整したい。 

  〇 今日の事業提案を進めていってもらえればよいと思う。尾張氏と事務局、また協力いただけ

るメンバーで検討を進めていってほしい。 

  【全員、了承】 

  〇 （事）本日出席の校区さんには、本日の内容を校区に持ち帰っていただき、尾張氏からも説

明していただきながら実施していただく校区、団体を予定していただければと思う。 

  〇 （事）１日目の活動について、ほかの校区さんにも見学していただければと思う。 

  〇 自分の校区では７団体ほど活動している。ふれあい文化祭で展示してもらえるなどと声掛け

すると、自分の地域からどこかへ移動というのは無理と思うが、自分のところで活動するとな

れば協力していただける団体はあると思う。 

  〇 事務局と調整しながら尾張氏が統括してもらえればよい。 

  〇 （事）７月１２日を締切として、この会議以外の校区さんへの周知了解は定例会で対応して

いただくということでよいか。 

  〇 １２日以後での参加でもよい。できる校区からスタートしたらよい。 

  【全員、了承】 

〇 （事）事務局としては、チラシの作成や制作実施するときの部材の提供などの協力をさせて

いただく。また、具体内容については尾張氏と調整、決定しながら進めさせていただく。 

  〇 （事）本日の内容について、ご発言はないか。 

  【全員、了承】 

  

３ 閉会 


